2003東京国際自動車会議と東京モーターショー　2003.11.20 浅江季光
第2回東京国際自動車会議が、2001年の第1回よりやや多めの人を集めて10/20～21に行われた。世界の自動車メーカーのトップによる講演とディスカションが、２日間で延べ23時間にも及んだ。プレゼンの時は、会場が暗くなり、メモを取りにくいところは改善されていなかった。まだまだ参加者の立場に立った運営になっていない。
燃料電池、環境、安全の話題に、新たに加わった(多く使われた)キーワードは、「中国」「ブランド」であった。時代の変化が見えてきた。400万台クラブの話も、ちらっとは出たが、生き残る条件は数ではないという共通認識が出来上がったようである。
「中国」の将来の巨大市場は、自動車業界では無視できない存在になりつつある。2007年には生産台数が600万台になり、日本を追越し世界第２位になるといわれている。今回初めて中国の東風汽車が参加してきた。生産だけでなく、流通、車の間を人がぬって歩くような交通マナー、交通事故対策、インフラ整備などの課題が多いようである。それでも日米欧の車体メーカー、部品メーカーが中国への投資を強めている。日本国内の空洞化が心配である。
各メーカーとも「ブランド」に力を入れ始めたようである。人間には国境があるが、物、金、情報には国境は無くなりつつある。自動車業界は合従連衡を繰り返し、系列も崩れ、生産国も不明確で原籍がわからないよう時代になってきた。各社とも商品の「ブランド」イメージ戦略を強化し始めた。トヨタは来年から「ヴッツ店」のTOYOTAの看板を外すようである。
各メーカーのトップの話は、「テーマ」は違っていたが、発表内容はワンパターンであった。基本的には、過去はこうして来た。これからはこうする。ということを自社のPRを交えた話であった。前回は各メーカーの個性が見えたが、今回はあまり印象に残らなかった。同じ業界で、同じ環境で、合従連衡しながら同じことをやっているからやむを得ないのかも知れない。
個性があったのは本田技研工業である。本田から数人の発表があったが、いずれも発想がユニークであった。モジュール化は世界の主流になりつつあるが、本田はモジュール化はやらない。あくまでも技術の自前主義にこだわる。燃料電池のスタック開発では他社を一歩リード。小型ジエット機のエンジン、機体を自社開発して、来年テスト飛行を実施する。無鉛ガソリンを利用して自動車並みに扱える小型航空機用レシプロエンジンの開発に着手する。など本田宗一郎のDNA(遺伝子)は健在である。
燃料電池車も実用化に近づけは近づくほど、問題が顕在化して遠のく感じである。自動車業界だけの問題でなく、人類のエネルギーへの挑戦かもしれない。
第37回東京モーターショーが10/25～11/5に開かれた。今回は、前回と比べて華やかであった。前回のレポートに、デザインの流れに変化を予感させるものがあると書いたが、今回は、各社のデザインが一斉に斬新なものに変身し華やかさを演出していた。また各社の展示も力が入っていた。中でも日産は気合が入っていた。車もI Tを取り入れ自動制御など、格段に性能アップしたものが出てきた。各社とも近未来のコンセプトカーに力を入れていた。目立たなかったが、意外に健闘していたのがスモールカーである。デザイン、性能ともに格段に進化していた。
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